
資料１－２

（１）教育・保育の量の見込みと確保の内容

①

59

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

３．事業実績及び今後の展望

485

3,3453,345

提供体制の考え方
○幼稚園については必要な量を満たしており、現在の体制で計画期間中
も確保できる見込みです。

刈谷市子ども・子育て支援事業計画進捗管理シート（量の見込みと確保の内容）

実績と計画の差b-a平成３０年度実績b平成３０年度計画a

194

0

0

0

0

事業実績

今後の展望

年度

必要量を満たしており、現在の体制で計画期間中も確保できる見込みで
す。

公立幼稚園を利用する子ども2,283人に1号の認定証を交付しました。
また、1号認定に相当する子ども519人が私立幼稚園を利用しました。

保護者の幅広いニーズや就労形態の多様化に応えるため、保育の必要
性の認定を行い、幼稚園や保育園等の円滑な利用につなげます。

Ａ　量の見込み

　　１号認定

834

485

3,830

0

　　幼稚園（私立）

Ｂ－Ａ

　　幼稚園（公立）

　　2号認定

Ｂ　確保の内容

担当課

事業名 幼稚園事業（１号・２号認定　３～５歳）

子ども課計画書ページ

平成３０年度

番号

事業内容

△ 194

△ 194

2,802

2,802

2,996

2,996

1,028

3,830

0

1



資料１－２

（１）教育・保育の量の見込みと確保の内容

②

60

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

３．事業実績及び今後の展望

0 29 29

平成３０年度

　　居宅訪問型保育

0

0

0

0

0

1,524

1,514

0

0

0

提供体制の考え方

○保育園については、老朽化による公立保育園の改築や民間による保
育園の新設を計画しており、提供体制は整っています。
○確保の内容については、公立保育園の改築により、０歳～２歳と３歳～
５歳の受入れを調整するとともに、利用者の意向を踏まえたうえで認可外
保育所利用者へ利用者補助を行います。

事業実績
依佐美清凉保育園及び刈谷大和保育園の新設により定員拡大に取り組
みました。

年度

Ｂ－Ａ

0 0

事業内容

　　認可保育所

　　小規模保育

　　家庭的保育

子ども課

保育園事業（２号認定　３～５歳）

保護者の幅広いニーズや就労形態の多様化に応えるため、保育の必要
性の認定を行い、幼稚園や保育園等の円滑な利用につなげます。

Ａ　量の見込み

平成３０年度計画a

1,524

平成３０年度実績b

1,495

実績と計画の差b-a

△ 29

1,524

1,514

0

0

0

Ｂ　確保の内容

番号 事業名

計画書ページ 担当課

　　事業所内保育 0

　　認可外保育 10 10 0

2



資料１－２

（１）教育・保育の量の見込みと確保の内容

今後の展望
幼稚園跡地等を活用し、引き続き民間保育所の誘致を行い、保育園の定
員拡大を図ります。

3



資料１－２

（１）教育・保育の量の見込みと確保の内容

③ 　

61

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

単位：人

平成３０年度実績b

224

238

実績と計画の差b-a

△ 14

0

提供体制の考え方

○公立保育園の改築及び民間による保育園の新設により、提供体制の
確保に努めます。
○提供体制に不足が生じた場合は、保育園において０歳～２歳と３歳～５
歳の受入れを調整し、提供体制の確保に努めるとともに、利用者の意向
を踏まえたうえで認可外保育所利用者へ利用者補助を行います。

保育園事業（３号認定　０～２歳）

保護者の幅広いニーズや就労形態の多様化に応えるため、保育の必要
性の認定を行い、幼稚園や保育園等の円滑な利用につなげます。

０歳

担当課

事業内容

子ども課

0

0

Ａ　量の見込み

Ｂ　確保の内容

平成３０年度計画a

238

238

953

実績と計画の差b-a

△ 44

　　事業所内保育

Ｂ－Ａ

0

0

0

44

0

44

　　家庭的保育

　　居宅訪問型保育

0

0

0

0

0

0

　　認可保育所

　　小規模保育

762

0

762

221

0

0

0

　　事業所内保育

Ｂ－Ａ

0

0

0

14

0

14

0

１・２歳

Ａ　量の見込み

平成３０年度計画a

997

平成３０年度実績b

Ｂ　確保の内容 997 997 0

番号 事業名

計画書ページ

　　認可外保育 17 17 0

　　認可外保育 235 235 0

　　家庭的保育

　　居宅訪問型保育

0

0

0

0

0

0

　　認可保育所

　　小規模保育

221

0

4



資料１－２

（１）教育・保育の量の見込みと確保の内容

３．事業実績及び今後の展望

年度

事業実績

今後の展望 引き続き民間保育所の新設により、保育園の定員拡大を図ります。

依佐美清凉保育園及び刈谷大和保育園の新設により定員拡大に取り組
みました。

平成３０年度

5



資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

①

62

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

３．事業実績及び今後の展望

提供体制の考え方

○保育の基本時間は、８時30分～16時30分です。
○11時間を超えて開園している保育園は10園です。
○延長保育料は、19時を超えた利用に限り必要となります。
○在園児対象の事業であるため、現在の提供体制で、計画期間中も確保
できる見込みです。
○民間の新規保育園において延長保育事業を計画しています。

Ｂ－Ａ

Ｂ　確保の内容

Ａ　量の見込み

年度

事業実績

今後の展望
現在延長保育を実施している園の継続、および新規保育園においても延
長保育の実施を検討し、今後も保護者の就労形態の多様化に対応しま
す。

おがきえ保育園、あおば保育園では20時まで、こぐま保育園、第二こぐま
保育園、刈谷ゆめの樹保育園、空のうさぎ保育園、刈谷大和保育園では
19時半まで延長保育を実施し、保護者の就労形態の多様化に対応しまし
た。

平成３０年度

番号 事業名

計画書ページ 担当課

事業内容

子ども課

延長保育事業

保育認定を受けた子どもについて、11時間を超えて、保育園等において
保育を実施します。

0

265

265

実績と計画の差b-a

0

884

884

平成３０年度実績b

0

619

619

平成３０年度計画a

6



資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

②

63

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

３．事業実績及び今後の展望

提供体制の考え方

○平成27年度から平成31年度にかけて、小学生児童の人口は、ほぼ横
ばいの推移が見込まれますが、放課後児童クラブの学校敷地内への整
備も完了し、より利便性が高まることから、利用希望は引き続き増加傾向
にあると見込まれます。
○利用希望の増加にあわせ、定員増を図り提供体制を確保する予定で
す。

年度

事業実績

今後の展望

1,071

1,288

12

1,240

155

1,073

1,228

72

1,360

217

残りの、放課後児童クラブにおいても順次、学年拡大を行っていく予定で
す。

平成３０年度１０月から８箇所の児童クラブにおいて６年生までの受入れ
を実施しました。

平成３０年度

Ｂ－Ａ

Ｂ　確保の内容

　　高学年

　　低学年

Ａ　量の見込み

△ 60

△ 120

△ 62

2

△ 60

実績と計画の差b-a

子育て推進課

放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業）

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対
し、放課後に小学校の余裕教室等を利用して、主体的な遊びや生活の場
を提供し、その健全な育成を図ります。

平成３０年度実績b平成３０年度計画a

番号 事業名

計画書ページ 担当課

事業内容

7



資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

③

64

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

　

３．事業実績及び今後の展望

提供体制の考え方
○現在の提供体制は市外の８施設と契約しており、計画期間中も受入れ
できる見込みです。
○近隣市の施設と連携を図り、保護者の利用希望に対応していきます。

Ｂ　確保の内容

Ａ　量の見込み

20

0

△ 20

20

40

20

平成３０年度実績b

0

40

40

平成３０年度計画a 実績と計画の差b-a

番号 事業名

年度

事業実績

今後の展望
近隣市の児童福祉施設等に委託して、ショートステイを必要に応じて実施
します。

児童養護施設及び乳児院等への委託により、いつでも利用できるよう調
整しました。利用人数は20人でした。

平成３０年度

子育て推進課

子育て短期支援事業（ショートステイ）

保護者の疾病等の理由により、家庭において養育を受けることが一時的
に困難となった児童について、児童養護施設等に入所させ、必要な保護
を行います。

Ｂ－Ａ

計画書ページ 担当課

事業内容

8



資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

④

65

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

３．事業実績及び今後の展望

提供体制の考え方
○公立７か所、私立２か所で実施しており、現在の提供体制で計画期間
中も確保できる見込みです。

平成３０年度実績b

2,000

150,000

148,000

平成３０年度計画a

年度 平成３０年度

番号 事業名

子育て支援課　子ども課

地域子育て支援拠点事業

乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについ
ての相談、情報の提供、助言その他の援助を行います。

Ｂ－Ａ

Ｂ　確保の内容

Ａ　量の見込み

△ 2,000

16,376

18,376

実績と計画の差b-a

0

166,376

166,376

未就園児とその保護者が自由に遊べる場所として、子育て支援センター
５か所、子育てひろば４か所の合計９か所の地域子育て支援拠点を開設
しています。
また、子育てに役立つ情報が得られるような各種講座を開催し、子育てに
関する相談も常時受け付けました。

計画書ページ 担当課

事業内容

事業実績

今後の展望

今後も未就園児とその保護者が安心して遊べる場所としてPRするととも
に、共働き家庭が参加できるよう土曜日開催の講座、周産期から支援で
きるような講座等各種子育て講座及び相談事業等を充実させ、利用者の
支援につなげていきます。

9



資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

⑤

66

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

単位：人

提供体制の考え方

○幼稚園における在園児を対象とした預かり保育は、すべての公立幼稚
園で実施しており現在の提供体制で計画期間中も確保できる見込みで
す。
○保育園における一時保育は、公立保育園２園、私立保育園５園で実施
しており、現在の提供体制で計画期間中も確保できる見込みですが、利
用実績が年々増加しているため、私立の新規保育園において事業を計画
しています。

　　ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ
　　（病児・病後児を除く）

1,200 1,200 0

Ｂ－Ａ 7,856 6,933 △ 923

※ファミリー・サポート・センターは未就学児のみの利用分の量の見込みです。就学児の利用分の見込みは
「⑦ファミリー・サポート・センター事業（就学児のみ）」になります。

153,600

0

64,903

64,903

　　保育園の一時保育 16,416 17,500 1,084

2,007

Ｂ　確保の内容 17,616 18,700 1,084

一時預かり事業

Ｂ－Ａ

Ｂ　確保の内容

　　2号

　　1号

Ａ　量の見込み

幼稚園の預かり保育

△ 469

0

0

469

469

実績と計画の差b-a

88,228

153,600

0

65,372

65,372

平成３０年度実績b

事業内容

家庭において一時的に育児を受けることが困難となった乳幼児につい
て、主として昼間において、認定こども園、幼稚園、保育園、地域子育て
支援拠点その他の場所において、一時的に預かり、必要な保育を行いま
す。

子育て支援課　子ども課

平成３０年度計画a

その他の一時預かり 平成３０年度計画a 平成３０年度実績b 実績と計画の差b-a

Ａ　量の見込み 9,760 11,767

88,697

番号 事業名

計画書ページ 担当課

10



資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

３．事業実績及び今後の展望

年度

事業実績

今後の展望

公立幼稚園１６園において、保育時間終了後と長期休業中に、就労、母
親の通院、下の子の健診などの理由で在園児に対して預かり保育を実施
し、65,372人が利用しました。
おがきえ保育園、あおば保育園、私立保育園５園において、11,180人の
一時預かりを実施し、子育て家庭への支援の充実を図りました。
ファミリー・サポート・センターにおいて一時預かり利用者は延587人でし
た。子育て家庭への支援の充実を図りました。

公立幼稚園において、通常の保育時間終了後と長期休業中に保育を希
望する在園児に対して、一時預かり保育を実施します。また、８園におい
て、預かり保育時間を保育園並に拡充するなど、制度の拡充を図ります。
保育園においては、おがきえ保育園、あおば保育園、こぐま保育園（私
立）、第二こぐま保育園（私立）、親愛の里保育園（私立）、刈谷ゆめの樹
保育園（私立）、空のうさぎ保育園（私立）での実施に加え、新たに依佐美
清凉保育園（私立）においても開始し、子育て家庭を支援していきます。
ファミリー・サポート・センターにおいても継続して実施し、子育て家庭を支
援していきます。

平成３０年度

11



資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

⑥

67

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

３．事業実績及び今後の展望

提供体制の考え方

○確保の内容は、かりがね病児ケアルームと親愛の里保育園病児・病後
児保育室の２か所で実施しています。
○平成３０年度から依佐美清凉保育園病児・病後児保育室が開設予定で
あり、受入れ体制が拡大します。
○現在の提供体制で計画期間中も確保できる見込みです。

番号 事業名 病児・病後児保育事業

計画書ページ 担当課 子育て支援課　子ども課

事業内容
病児・病後児について、保育園等に付設された専用スペース等において、
看護師等が一時的に保育等を行います。

Ｂ－Ａ 2,232 2,308 76

年度 平成３０年度

事業実績

市内3か所で随時受入れし、病児・病後児保育事業啓発を行いました。
かりがね病児ケアルーム利用者数：169人
親愛の里保育園利用者数：129人
依佐美おひさま病児ケアルーム利用者数：56人

今後の展望 継続して実施し、病児・病後児保育事業の啓発を行っていきます。

平成３０年度計画a 平成３０年度実績b 実績と計画の差b-a

Ａ　量の見込み 430 354 △ 76

Ｂ　確保の内容 2,662 2,662 0

12



資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

⑦

68

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

３．事業実績及び今後の展望

提供体制の考え方
○現在の提供体制で計画期間中も確保できる見込みです。
○ファミリー・サポート・センター事業の周知を行い、会員の増加を図りま
す。

Ｂ　確保の内容 4,500 4,679 179

Ｂ－Ａ 0 0 0

年度 平成３０年度

※就学児の利用分のみの量の見込みです。未就学児の利用分の量の見込みは「⑤一時預かり事業」の「そ
の他の一時預かり」に含まれます。

番号 事業名 ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ事業（就学児のみ）

計画書ページ 担当課 子育て支援課

事業内容
乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の保護者を会員として、児童
の預かり等の援助を受けることを希望する者と当該援助を行うことを希望
する者との相互援助活動に関する連絡、調整を行います。

平成３０年度計画a 平成３０年度実績b 実績と計画の差b-a

事業実績

援助会員増員を図るため、年3回広報誌での会員募集を行いました。その
うち1回は相互援助活動の魅力を特集した記事を掲載し、ファミリー・サ
ポート・センターの周知及び、会員の獲得に努めました。
依頼会員増員を図るため、４か月児健康診査においてファミリー・サポー
ト・センターの周知及び登録の勧奨を行いました。
会員数…依頼会員　3,196人、援助会員　360人、両方会員　132人
　　　　　　計3,688人

今後の展望 広報を通じて制度の周知や会員の確保に努め、事業の拡充を図ります。

Ａ　量の見込み 4,500 4,679 179
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資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

⑧

69

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

３．事業実績及び今後の展望

提供体制の考え方

○現在の提供体制で計画期間中も確保できる見込みであり、受診率
100％をめざします。
○実施対象：妊婦
実施内容：医療機関委託による健康診査
実施場所：愛知県内
実施時期：通年実施
健診回数：14回（子宮頸がん検診を含む）

Ｂ　確保の内容 1,767 1,604 △ 163

受診率（％）（Ｂ／Ａ） 100.0 100.0 0.0

年度 平成３０年度

妊婦の健康保持・増進及び、異常の早期発見・早期治療を図るとともに、
経済的支援を行います。

平成３０年度計画a 平成３０年度実績b 実績と計画の差b-a

Ａ　量の見込み 1,767 1,604 △ 163

今後の展望
妊婦健康診査については、子宮頸がん検診1回と妊婦健康診査14回を、
医療機関で受診できる受診券を配付します。

事業名 妊婦健康診査

計画書ページ 担当課 子育て支援課

事業内容

番号

事業実績

妊婦健康診査については、子宮頸がん検診1回と妊婦健康診査14回を、
医療機関で受診できる受診券を配付しました。
妊婦健康診査延べ受診者：26,624人

14



資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

⑨

70

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

３．事業実績及び今後の展望

提供体制の考え方

○現在の提供体制で計画期間中も確保できる見込みであり、訪問率
100％をめざします。
○実施機関：福祉健康部健康課
実施時期：通年（出生後４か月未満の期間）
委託団体名：ひまわり助産院

△ 165

訪問率（％）（Ｂ／Ａ） 100 100 0.0%

年度 平成３０年度

事業実績

生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を対象に、利用の勧奨を行い
ました。対象者数1,616人のうち、1,458人に対して訪問を実施し、母子の
健康状態を把握し、保護者の多様な相談に応じることで、安心して育児が
できるように支援しました。
あかちゃん訪問利用率は、90.2％です。

今後の展望
現在の提供体制で計画期間中の量の確保ができる見込みです。
保護者が安心して育児ができるよう支援するため、訪問率100％を目指し
ます。

番号 事業名 乳児家庭全戸訪問事業（あかちゃん訪問事業）

計画書ページ 担当課 子育て支援課

事業内容
生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を対象に、助産師が訪問し、
母子の健康状態を把握し、保護者の多様な相談に応じることで、安心して
育児ができるよう支援します。

平成３０年度計画a 平成３０年度実績b 実績と計画の差b-a

Ａ　量の見込み 1,623 1,458 △ 165

Ｂ　確保の内容 1,623 1,458
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資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

⑩

71

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：人

３．事業実績及び今後の展望

提供体制の考え方

○現在の提供体制で計画期間中も確保できる見込みであり、訪問率
100％をめざします。
○実施機関：次世代育成部子育て支援課
実施時期：随時

訪問率（％）（Ｂ／Ａ） 100.0 100.0 0.0

年度 平成３０年度

事業実績
妊娠届出、あかちゃん訪問や乳幼児健康診査等で支援が必要となった
ケースについて、家庭訪問を行いました。

今後の展望
妊娠届出、あかちゃん訪問や乳幼児健康診査の際や、育児不安を抱える
保護者の要望等、必要を応じて家庭訪問を行います。

番号 事業名 養育支援訪問事業

△ 234

Ｂ　確保の内容 980 746 △ 234

計画書ページ 担当課 子育て支援課

事業内容
養育支援が特に必要と判断した家庭に対し、保健師や家庭児童相談員
等がその居宅を訪問し、養育に関する相談・指導、助言や家事援助等を
行います。

平成３０年度計画a 平成３０年度実績b 実績と計画の差b-a

Ａ　量の見込み 980 746

16



資料１－２

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容

⑪

72

１．計画内容

２．進捗状況（計画・実績値）
単位：か所

３．事業実績及び今後の展望

提供体制の考え方

○子育て支援センター（中央・南部・北部）に利用者支援専門員を配置し、
利用者支援事業（基本型）を実施します。。
○子育て支援センターに加え、子ども相談センターや幼稚園・保育園及び
児童館などにも、同様に利用者を支援する体制を整え、子育てに関する
情報提供や、必要な相談・助言等を行う「子育てコンシェルジュ」を配置し
ます。
○保健センター内で、利用者支援事業（母子保健型）を実施します。ま
た、必要に応じて「子育てコンシェルジュ」と連携を図ります。

年度 平成３０年度

事業実績

　子どもや、その保護者の身近な場所である、子育て支援センターに専任
子育てコンシェルジュを配置し、利用者支援及び地域連携の拠点としての
機能を置き、保健センター、しげはら園、ファミリー・サポート・センター、子
育て広場、子育て推進課、夢と学びの科学体験館、子ども課、幼稚園、保
育園、子ども相談センター、児童館の兼任子育てコンシェルジュとの連携
体制を整え、44施設に61人の子育てコンシェルジュを配置しました

今後の展望

　市民の利便性を向上させるため、子育てコンシェルジュの認知度を上げ
るとともに、資質の向上を図ります。（基本型）
「妊娠・子育て応援室」の認知度を上げ、妊娠期から子育て期まで切れ目
ない支援の充実を図ります。（母子保健型）

番号 事業名 子育てサービス利用者支援事業

事業内容
子育て支援センター等の身近な場所において利用者支援専門員等を配
置し、教育・保育・保健その他の子育て支援の情報提供や、必要な相談・
助言を行い、関係機関との連絡調整を行う事業。

平成３０年度計画a 平成３０年度実績b 実績と計画の差b-a

Ａ　量の見込み 4 4

計画書ページ 担当課 子育て支援課

0

Ｂ　確保の内容 4 4 0

Ｂ－Ａ 0 0 0
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